
１ 岐阜市型コミュニティ・スクールの概要

■これまでの歩み

Ｈ２０年度 コミュニティ・スクール（ＣＳ）指定 開始

～Ｈ２７年度 市立の全小中学校（小４６校、中２２校）、市立特別支援学校（１校）ＣＳ化

Ｈ３０年度 市立幼稚園（２園）、市立高等学校（１校）ＣＳ化

■岐阜市型コミュニティ・スクールの組織

・学校・保護者・地域住民の代表者等から構成
・学校の基本方針の承認と学校運営に関する協議

■学校運営協議会

【協議内容】教育方針・教育課程・学校予算・施設や設
備の管理・学校運営に関する点検と評価など

・学校運営協議会の方針を受けて実践
・専門部会による活動の推進

■支援推進委員会

【専門部会の例】
学習部会・安全支援部会・環境部会・地域行事部会など

登録ボランティア（学校サポーター）

地域住民・保護者・学生・地元企業・地域諸団体など
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■学校運営協議会委員（Ｈ３０）

【豊かに関わる地域の大人たち】
学校医・住職・弁護士・地元企業社長・
消防団・高等学校教職員・大学教授・
スポーツ少年団長・地域福祉施設長など

■人数 ８９０人（７２校・園）

※１校につき平均１３人
※前年度比４２人増
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２ コミュニティ・スクール を活用した地域人材の活用

放課後 授 業

給 食

・効果：教員の負担軽減・個に応じた指導の充実、地域人材の生きがいの向上

・課題：教員と地域人材との連携強化、地域人材の掘起し・子どもと接するスキル向上

放課後の預かり補助
※皆で遊ぶ、宿題を共に進める
「ジャンケンは誰が強い」「なるほど」

授業の補助・準備・片付け
※担任と打ち合わせ指導ポイントを共有
地域の方「こう針を持つと縫いやすいよ」

一緒に掃除
※進め方は子どもたちが教える

休み
時間

学校の一日

掃 除

配膳の補助・片付けまでの見届け
※子どもの実態に応じた対応と励まし

一緒に遊ぶ・
読み聞かせ

地域の方「もう１個だけ頑張ってみよう」
担任「余裕をもって子どもを指導できる」

子ども「次も楽し
みにしているよ」

地域の方「子ども
からｴﾈﾙｷﾞｰをもら
っています」



３ 地域人材の更なる活用・スキルの向上

▶ 「ぎふスーパーシニア教育学講座」の開催 ※「ぎふスーパーシニア」とは、元気で意欲にあふれ、
豊富な経験などを持つ高齢者の岐阜市での呼称

第１日目 子ども・学校を知る 地域人材が講師の授業を参観・給食交流

休み
時間

掃 除

第２・３日目 座学（人権・発達障がい・地域人材の活用の効果等）

講師：岐阜大学 吉澤寛之先生 東京大学 牧野篤先生 他

修了式（修了証・記念写真）

教育人材リスト登録 リストを学校へ送付

学校の様々な場面で活躍へ

「本人の希望・条件」と「学校の要望」の調整
募集チラシ

対象：概ね６０歳以上のシニア
毎年、定員30名の２倍の応募

スーパーシニア教育コーディネーター

問合せ：岐阜市教育委員会 学校指導課・教育政策課 ０５８－２６５－４１４１


